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1 背景 
 モット絶縁体近傍では反強磁性などの磁気秩序を
伴うことが一般的である。一方、Mn 系遷移金属酸
化物のように軌道秩序を伴うものもある。このよう
なスピン・軌道秩序を伴うモット絶縁体近傍の電子
状態を理解し、それぞれの役割を明らかにすること
は、強相関電子系における重要な課題である。Ti、
V 酸化物は t₂g 軌道に 3d 電子を 1 個または 2 個有す
る比較的単純な電子系であり、モット転移近傍の電
子状態を調べるのに適している。ペロブスカイト型
バナジウム酸化物 Nd₁-ₓSrₓVO₃ (NSVO) において、母
物質 NdVO₃ は 3d 電子を 2 個有するモット絶縁体で
あり、スピン・軌道秩序を示す。また、Sr 置換によ
り x ≃ 0.23 付近で金属絶縁体転移[1]が生じ、転移近
傍では電子相関に起因する擬ギャップ形成[2]の可能
性が指摘されている。本研究では、金属絶縁体転移
近傍の NSVO（x = 0.30）について、マイクロ集光角
度分解光電子分光(μ-ARPES)を用いて金属絶縁体転
移近傍の電子状態を調べた。 

2 実験 
NSVO (x = 0.30)の単結晶試料は floating-zone 法に

より作製した。μ-ARPES 測定は、高エネルギー加速
器研究機構フォトンファクトリー BL-28A において、
Scienta Omicron DA30 電子分析器を用いて行った。
測定には円偏光を用い、試料は超高真空中で劈開す
ることにより清浄表面を得た。空間マッピングを行
い、フェルミ準位付近の光電子強度が高い領域を測
定領域に選定した。その領域において、入射光エネ
ルギー hν = 85 eV、測定温度 20 K の条件でバンド分
散を測定した。 

 

3 結果および考察 
図 1(a)に 81.2 eVにおける光電子強度を積算して得

られた空間マッピングを示す。空間マッピングによ
り光電子強度が高い領域を選定し、その位置でバン
ド分散測定を行った。図 1(b)に得られたバンド分散
を示す。赤点は運動量分布曲線(MDC)解析により求
めたピーク位置である。フェルミ準位近傍ではコヒ
ーレントバンドが明瞭に観測された。SrVO₃[3]と比
較してバンド底がフェルミ準位側へシフトしており、
占有バンド幅の縮小が確認された。これらの結果は、
準粒子バンドの平坦化および有効質量の増大を示唆
している。動的平均場近似（DMFT）では、金属–絶
縁体転移近傍において、電子相関の増大に伴いコヒ
ーレントバンド幅 𝑊𝑊が縮小するとともに、有効質量
が増大することが示されている [4]。本研究で観測 

図 1 (a) NSVO空間マッピング。(b) 選定した測定位置

で得られた μ-ARPES バンド分散。赤点は MDC 解析に

よるピーク位置を示す。 
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されたフェルミ速度の低下および占有バンド幅の縮
小は、この DMFT による描像と整合している。さら
に、NSVO における擬ギャップ [2] の電子状態と合
わせて考えると、Nd 置換による電子相関の増強に
より、オンサイトクーロン相互作用 𝑈𝑈とバンド幅 𝑊𝑊
の比 𝑈𝑈/𝑊𝑊が増大し、コヒーレント準粒子バンドの
狭帯域化とフェルミ準位近傍のスペクトル重みの抑
制が生じていることが示唆される。 

4   まとめ 
μ-ARPES を用いて NSVO (x=0.30) のバンド分散の

観測に初めて成功した。SrVO₃と比較してフェルミ
速度の低下および占有バンド幅の縮小を確認し、金
属絶縁体転移近傍における電子相関の増大を示唆す
る結果を得た。 
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